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この度、2022年度の役員改選に伴い、会長に就任することになりました。
伊東副会長、榎本副会長をはじめ、17名の理事・ 2名の監事とともに、本会の発展に
尽くしてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

本会は1993年 7 月に創設、2023年 7 月に30周年を迎えます。
私は設立当初より理事を務め、研修・行事の運営や、委員会・ブロック活動に参加し
てまいりました。
会員数55名から出発した本会は、29年間で1,750名を超える組織に拡大しました。
地道な活動をすることにより、「社会福祉士会」の認知度が向上し、兵庫県や神戸市等
から、「防災と福祉の連携による個別避難計画作成促進事業」、「ヤングケアラー・若者ケ
アラー相談窓口」など、ソーシャルワークの専門性を生かした20を超える事業を受託す
る団体へと発展してきました。

コロナ禍のなか、本会に尽力された谷口前会長からバトンを引き継ぎ、2021年度に策
定した「第 2期中期計画（ 5か年計画）」のもと、会員2,000名規模を目指し、30周年記念
事業、災害支援、事務局体制の強化などに取り組み、日本社会福祉士会や近畿ブロック
内社会福祉士会、専門職能団体等と連携し、一層の専門性の向上を目指します。

また、我が国では、8050問題・ダブルケア・ヤングケアラーなど今日の多様化・複雑
化した福祉ニーズに対応するため、既存の高齢、障害、児童等の制度ごとの縦割りを超
えて包括的にかかわる「新たな相談支援の仕組み（重層的支援体制整備事業）」が、これ
から本格的に全国展開されます。
この事業を実施するに当たっては「社会福祉士や精神保健福祉士が活用されるよう努め

ること」と参議院において附帯決議され、我々社会福祉士にますます期待がかかっています。
そして、この事業において大事なことは支援体制へのフォローです。これまでは制度
上の狭間にある手の届かなかった方たちへの支援も必要になります。
このため、支援者が、まず人権の尊重や専門職の倫理綱領に沿った、ソーシャルワー
クの価値を根幹とした支援ができるように、本会では基礎研修や倫理研修等を開催した
り、支援者同士の交流の場を設けたりするなど、支援者へフォローアップをしていく必
要があると考えております。
このように、地域共生社会の実現に寄与できるソーシャルワーカーの資質向上やSDGs
に基づく地域貢献を目標に、県民の期待に応え、信頼される組織づくりを目指してこれ
から様々な活動を展開していきます。

本会の活動へのご理解を賜り、積極的なご参加をお願い致します。

一緒に本会の未来をつくっていきましょう。

会長就任挨拶　　 　会長　岡本　和久
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※　  各研修につきましては、申込人数が少ない場合、中止することがありますので、予めご了承いただきますよう
お願い致します。

■ 自然災害による中止及びその告知について
　　　研修開始の２時間前に研修開催場所に特別警報が発令された場合は、研修会を中止いたします。また、特別
警報の発令に関わらず、台風接近や自然災害の状況をみて、研修会をやむを得ず中止する場合がありますので
ご了承ください。

　　　基準等は、本会ホームページをご参照ください。　http://www.hacsw.or.jp/　

　　　研修開催の中止が決定した場合は、研修開始 2時間前に本会ホームページ、または本会ホームページ下部に
ある Facebook に掲載します。掲載がなければ開催するものとご理解ください。

個別連絡は致しませんので、予めご了承いただきますようお願いいたします。
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　兵庫県社会福祉士会（以下、「本会」という）は、2021年 4 月27日に「新型コロナウイルス感染防止
策を踏まえた今後の活動方針（ 4月27日）について（6）」を発出し、活動方針を示した。その後、感
染拡大「第６波」は落ち着きを見せてはいたが、2022年 7 月以降、兵庫県においても「第７波」とみ
られる感染者数が増加してきている。
　現時点では兵庫県において緊急事態宣言やまん延防止等重点措置は適用されていないが、2022年 7月
21日に関西広域連合より「夏の感染予防徹底宣言」が発出されたところである。これらの状況を踏まえ、
本会においても会員及び県民に対する感染防止に協力する必要があることから、本会の各活動について
感染拡大「第７波」が一定収束するまでの間、以下のように対応することとする。

◎基本的な考え方
　本会は毎年多くの研修等を社会福祉士等へ提供している。このような状況下においても、専門職と
しての必要な「学び」を止めないことを基本とする。

　本会が開催する研修・会議・イベントについては、感染防止を優先し、積極的にオンラインを活用
すること。ただし、研修効果を得るために、集合研修や集合形式による会合等を行う場合は、適切な
感染予防策を講じた上で、開催を可能とする。なお、本会が主催する会食等は当面の間行わないこと。
　兵庫県において緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が適用された場合は、その措置が解除される
までの期間は、本会及び地区ブロックが主催する集合型での各研修、イベント等については、延期ま
たは中止することを基本とし、実施する場合はオンラインでのみ開催を可能とする。なお、予算管理
については留意して実施すること。
　私たち社会福祉士がこの状況の中、求められる行動の指針として、日本社会福祉士会「新型コロナ
ウイルス感染症に対する社会的弱者への支援について」が示されている。
　これに基づいて実践することが求められるので参照されたい。
　https://www.jacsw.or.jp/05_seisakuteigen/fi les/020/0200401.pdf

◎福祉専門職たる社会福祉士の会員へのお願い
〇感染拡大状況を踏まえ、各自が適切な行動を心がけること。
〇 業務の都合によりやむを得ず出張する場合、出張先での会食等は人数の多少に関わらず慎むこと。

集合研修や集合形式による会合等を行う際の通知等は下記のとおりとする。

　当日、下記の状態に一つでも当てはまる場合は、受講をご遠慮ください。
　会場でも検温を実施し、受講をお断りする場合がございます。予め、ご了承ください。
・37.5度以上の発熱（平熱比＋1度超過）した場合
・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさがある場合
・軽度であっても、咳、咽頭痛などの症状がある場合
・同居家族や身近な知人等に感染が疑われる人がいる場合
・ 過去 2週間以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡
航または、当該在住者との濃厚接触がある場合

　【受講にあたって】
＊ 受付時に、検温（非接触式）、健康チェック及び健康チェックシートの記入、手指消毒を行いま
すので、感染防止対策にご協力ください。また当日は、マスク着用、咳エチケットの徹底につい
てもあわせてご協力をお願い致します。

新型コロナウイルス感染症拡大状況を踏まえた2022年
度の活動方針について（7）

お知
らせ
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＊ 会場内を定期的に換気します。会場内の音や室温に影響を及ぼす場合もありますが、ご了承ください。
＊ 参加者等が感染した場合、または濃厚接触者であった場合など、参加者名等の個人情報を、必要
に応じて保健所等の行政機関に提供する場合があります。予め、ご了承ください。

　【休憩中】
＊ 昼食を会場内で食べて頂くことはできますが、その際、対面での飲食や会話は避けて頂きますよ
う、ご協力お願いいたします。
＊会話をする場合は、マスクの着用をお願いいたします。
＊ゴミは各自、お持ち帰りください。

　【研修後】
＊ 受講後 2週間以内に、新型コロナウイルス感染症を発症した場合、濃厚接触者（研修前の接触）であるこ
とが判明した場合には、兵庫県社会福祉士会事務局（TEL：078-265-1330）まで、速やかにご連絡ください。

（具体的な措置）
１）下記の研修等については、集合せずZoom を用いたオンラインのみで実施する。
　基礎研修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

２）理事会および理事委員長会議について
　感染拡大「第７波」が一定収束するまでの間、オンライン会議にて開催する。

３）各委員会、地区ブロック等の会議について
　各委員会、地区ブロック等の会議については、オンライン会議を推奨するが、適切な感染防止策を
講じた上で集合形式にて開催することができる。
　ただし、兵庫県において緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が適用された場合は、その措置が解
除されるまでの期間は、オンラインでのみ開催を可能とする。

４）受託事業について
　各種の受託事業については、遅滞が生じないよう、受託事業を適正に遂行する。
　ただし、研修等はオンライン研修を推奨するが、委託元と十分に協議の上、適切な感染対策を講じ
た上で、集合研修を行うことができる。

５）事務局勤務体制について
　本会の業務に支障が生じない範囲で、職員（非常勤職員を含む）が、時差出勤や在宅勤務に従事す
ることは妨げない。在宅勤務については、事務局長は状況に応じて通常業務に支障が生じることのな
いよう、適切に業務内容を指示したうえ、執行状況を把握すること。
　また、在宅勤務に従事している職員は、定時報告を事務局にすること。職員が通常の就業場所で勤
務する時間は、原則として20時までに制限する。

6）情報提供について
　県民や会員等から福祉現場の状況や相談について、総合相談センター「ここねっと兵庫」及び本会ホー
ムページ、メーリングリスト等から情報提供を募り、必要な支援や広報について理事会において検討を行う。

7）今後の対応について
　その他、感染状況等を把握し、本活動方針を適宜見直すとともに、必要な対応については、すみや
かに理事会で協議・決定する。
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副会長
① 榎本　昌起（えのもと　まさき）
② 2期
③  苦情解決委員会・ソーシャルワーク関係 5
団体

④ 神戸ブロック
⑤ えのもとソーシャルワーク事務所
⑥ コーヒー
⑦ 特になし
⑧ 特になし
⑨ キャンプ

⑩ 社会福祉士の専門性って素敵だと思います。皆さまと一緒に追求し
ていければと思います。

理　事
① 薄木　公平（うすき　こうへい）
② ４期
③ 会計・業務委託・組織力向上
④ 神戸ブロック
⑤ 大口・うすき行政書士事務所
⑥ 肉・魚・米
⑦ J-POP・Jazz
⑧ 実るほど頭を垂れる稲穂かな
⑨ 仕事・馬の世話

⑩ 「非営利団体の理事は、地位ではない、責任である」　ピーター .F. ド
ラッガー

　  私は、本会理事になってから、このことを忘れたことはありません。

第 26 回総会にて、本会の新しい理事・監事が決まりましたのでご紹介します。

【任　期】
　2022年 6月25日～2023年決算総会まで

【プロフィールの見方】
　①氏名　②期　③担当　④所属ブロック　⑤勤務先　⑥好きな食べ物　⑦好きな音楽

　⑧座右の銘　⑨今、ハマっていること　⑩一言PR

会　長 
① 岡本　和久（おかもと　かずひさ）
② 1期
③  生涯研修センター長、福祉相談センター長を
兼務

④ 阪神ブロック
⑤ 神戸市（福祉局障害福祉課）
⑥  ラーメン等（めん類全般）、カレー等（激辛）、
果物（桃等）

⑦  サザン、コブクロ、ゆず、ミスチル、福山雅
治、さだまさし等

⑧  一期一麺（いまこの一杯の麺との出会いに感
謝すること）

⑨ マインドフルネス、パワースポット、温泉、食べ歩き
⑩  「趣味は？」と聞かれると「社会福祉士会」と答えています。私は本会の創
設時（29年前）から理事をさせていただき、本会の活動を通じて大切な方々
とのつながりが生まれ、先輩方から多くのことを学びました。会員の皆様
に入会してよかったと思っていただけるように、また、これからも本会がよ
り一層発展していくことを目標に、会長として日々尽力してまいります。

副会長
① 伊東　圭一（いとう　けいいち）
② 4期
③ 組織規定、ソーシャルワーカーデー
④ 西はりまブロック
⑤ 社会福祉法人　徳宗福祉会　香照苑
⑥  松葉ガニ、タラバガニ、伊勢エビ、アワビ、
ウニ、いくら

⑦  フォークロック　ブルースロック　古いアニ
ソン

⑧  考えたことが無い　強いて言えば　copy 
and paste

⑨  バイクいじりと工具（スナップオンとKTC
は持ってない）

⑩ 社会福祉士として、職場においても、社会福祉士会においても、社
会福祉士の地位向上を念頭に、日々精進してまいります。
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理　事
① 西垣　和仁（にしがき　かずひと）
② 2期
③ 組織規定・苦情解決委員会
④ 東播ブロック
⑤ 明西社会保険労務士事務所
⑥ 食べ物全般（嫌いなもの特になし）
⑦ 最近はほとんど聞かないです
⑧ 愚者は失敗に学び、賢者は歴史から学ぶ
⑨ 自転車でポタリング

⑩ 社会福祉士がかかわる分野は多岐にわたるため、幅広い知識の習得
とできる限り迅速に動けるよう努力していきたいです。

理　事
① 近藤　健太（こんどう　けんた）
② 2期
③ 生涯研修・委託事業
④ 阪神ブロック
⑤ 神戸市役所
⑥ ご当地の純米酒
⑦ 「It’s My Life」
⑧ 育つほど土に手をつく柳かな

⑨ マインドフルネス
⑩ 社会福祉士がより一層、社会から必要とされる時代になっています。
「取りたい資格、やりたい仕事」として社会福祉士が発展していける
よう兵庫県社会福祉士会から発信して参ります。
どうぞ宜しくお願い申し上げます。

理　事
① 段　真奈美（だん　まなみ）
② 1期
③ 苦情解決委員会・委託事業・組織力向上
④ 阪神ブロック
⑤ 芦屋セントマリア病院　地域医療連携室
⑥ 海鮮・果物
⑦ 優里・ゆず・ファンモン・浜田省吾
⑧  『小さなことほど丁寧に　当たり前のことほ
ど真剣に』

⑨ 旅行のプランニング（いつか実現したいと思いながらかなり詳細に
計画立てます。特に美味しいお店については徹底的に情報収集しま
す）

⑩ ONとOFF をしっかり切り替えて“やるときはやる”のがモットー
です。やらないときは、ピクリとも動きませんが・・（笑）

理　事
① 寺田　順一（てらだ　じゅんいち）
② 1期
③ 会計・組織規定
④ 西はりまブロック
⑤ 社会福祉法人　揖南福祉会　サルビアの家
⑥ 麺類・エビスビール
⑦ 桑田佳祐さんの歌
⑧ 一期一会

⑨ 愛犬との散歩
⑩ まじめしかありませんが、一生懸命頑張ります。

理　事
① 溝田　弘美（みぞた　ひろみ）
② ３期
③ 委託事業・ブロック活動活性化・災害支援
④ 神戸ブロック
⑤  社会福祉法人 弘陵福祉会・特別養護老人ホー
ム 六甲の館

⑥ 飲茶・紅茶
⑦ なんでも
⑧ 「何が起きても自分のせい」

⑨ メタバース、ノーリフト・ケア
⑩ 社会福祉士になって25年です。
職場では、介護テクノロジーを活用したノーリフト・ケア（自立支
援介護と職員の腰痛予防）に取り組んでいます。

理　事
① 米田　直人（よねだ　なおと）
② １期
③ 組織規定・委託事業
④ 阪神ブロック
⑤ 一般財団法人宝塚市保健福祉サービス公社
⑥ かに、お酒全般
⑦ 邦楽（尺八）、1990年代ポップス
⑧ 艱難汝（かんなんなんじ）を玉にす

⑨ コンクールに向けて尺八練習中
⑩ 初めて理事に就任させていただきました。これまで成年後見活動や
高齢者、障害者分野で培った知識、経験を微力ながら兵庫県社会福
祉士会の発展のために活かしたいと思います。

理　事
① 福井　良江（ふくい　よしえ）
② １期
③ 生涯研修センター、委託事業
④ 西はりまブロック
⑤ 神戸市教育委員会
⑥  しいたけ、夏野菜（ズッキーニ、なす、トマ
ト）とBBQのビール

⑦ あいみょん、backnumber
⑧ 一期一会、人間万事塞翁が馬

⑨ 足つぼマッサージ、涙活
⑩ この度、初めて理事に就任いたしました福井と申します。
児童・家庭分野の認定社会福祉士をめざしています。兵庫県社会福
祉士会が、社会福祉士として日々がんばっておられる皆様にとって
より良い交流や研鑽の場となりますよう努力してまいります。よろ
しくお願いいたします。

理　事
① 中原　克子（なかはら　かつこ）
② ４期
③ ブロック活動活性化、災害支援
④ 阪神ブロック
⑤ 医療法人社団向陽会　向陽病院
⑥ カレー　コーヒー
⑦ 陸上自衛隊中部方面音楽隊の生演奏
⑧ 笑う門には福来る

⑨ 料理
⑩ ニホンイシガメ飼っています。会のお役に立てるよう、頑張ります。
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監　事
① 土谷　長子（つちや　ひさこ）
② 2期
③ 監事・苦情解決委員会
④ 阪神ブロック
⑤ 皇學館大学　教育学部
⑥ 魚介類
⑦ 童謡　
⑧ あるがまま

⑨ 神社仏閣めぐり（御朱印集め）
⑩ できることを精一杯やらせていただきます。

理　事
① 岩西　太一（いわにし　たいち）
② １期
③ 生涯研修、ブロック活動活性化
④ 東播ブロック
⑤  社会福祉法人三幸福祉会　特別養護老人ホー
ム清華苑

⑥ 牛肉、黒ラベル
⑦ 沖縄民謡

⑧ 世の中には幸福も不幸もない。
　 ただ考え方でどうにでもなるのだ。
⑨ アジング、エギング、ゴルフ
⑩ 初めてのことで分からないことばかりですが、一生懸命に頑張ります。

理　事
① 下中　智晃（しもなか　ともあき）
② １期
③  委託事業・ソーシャルワーカーデー・ブロッ
ク活動活性化

④ 但馬ブロック
⑤ 豊岡市役所
⑥ 今は「藤原鮮魚店 uRashiMa」のピザ
⑦ Bob Dylan

⑧ やるべきことをやるだけさ　だからうまくいくんだよ
⑨ 子どもと過ごす時間
⑩ 兵庫のなかで圧倒的なマイノリティな地域であり、高齢化など全国
でも先進的な課題を抱えているからこそ、やるべきことに地道に取
り組んでいきます。

理　事
① 古家　英敬（こうけ　ひでたか）
② 1期
③ ソーシャルワーカーデー・ブロック活動活性化
④ 淡路ブロック
⑤ 兵庫県立西宮病院
⑥ 讃岐うどん（香川出身なので）　カレーライス
⑦  Mr.Children　ゆず　RADWIMPS
 　Novelbright
⑧ 日々是好日

⑨ YouTube で音楽やバラエティーの動画を見ること
⑩ 社会福祉士が「身近な存在」で居られるように、僕らと出逢ったこ
とで「その人らしく生きる」が輝けるように、みなさんと共に歩み、
顔晴（がんば）りたいと思います。

理　事
① 岸　剛健（きし　たけとし）
② ２期
③  苦情解決委員会・ブロック活動活性化・組織
力向上

④ 西はりまブロック
⑤ きしソーシャルワーカー事務所
⑥ 日本酒、ビール、ウィスキー
⑦ パンクロック
⑧ 脳ドックに行きましょう。

⑨ 筋トレ
⑩ 理事の皆様をはじめ事務局員の皆様、会員の皆様とともに、より良
い社会福祉士会を目指して微力ながら精励して参りますので、今後
とも、一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。世界平和のた
めに一緒に頑張りましょう。

理　事
① 内藤　篤志（ないとう　あつし）
② １期
③  社会福祉セミナー、ブロック活動活性化、組
織力向上戦略会議

④ 丹波ブロック
⑤ 丹波篠山市障害者総合支援センター
⑥  山の頂上で食べるカップラーメン、ジン
ジャーエール

⑦ ドラゴンクエストのテーマソング
⑧ 努力する人は希望を語り、怠ける人は不満を語る。
⑨ 将棋、サッカー観戦、登山
⑩ 初めてのことばかりですが、皆様と一緒に社会福祉士会の活動に貢
献できたらと思います。よろしくお願いします。

監　事
① 塩尻　点（しおじり　ともる）
② 2期
③ 監事
④ 西はりまブロック
⑤ 社会福祉法人くすのき会　播磨園
⑥ お酒
⑦ ブルーグラスミュージック　
⑧ BEST　OF　LUCK

⑨ 農業　バンドごっこ
⑩ ソーシャルワーカーとは、運転をしたことがない人の助手席に、一
緒にぶつかる覚悟で座り、右、左を指示せず本人の意向を響かせる
ことができる人。（ある講師のお言葉）
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報告 問題解決型ケース会議研修（4回連続講座第1回目）

報告者：こども家庭支援委員会　原田　定道

　昨年度のSSW研修に引き続き、その研修内容を深めた「問題解決型ケース会議研修」の今年度
の第 1回目を開催しました。講師は関西学院大学人間福祉学部教授の馬場先生です。
　これは、学校内でSSWが行うケース会議を想定した研修ですが、その手法は広く介護福祉・教育・
産業等に応用できるものです。
　ひと通り、問題解決型ケース会議の概要を講義された後、受講生の中から挙手制で学校内関係
者（校長、担任、養護教諭など）が選ばれ、SSW（馬場先生）がファシリテーターとしてケース
会議を60分間、デモンストレーションされました。協議事項は 1 .支援対象児童の問題行動、 2 .長
所、 3 .支援目標、 4 .問題の背景要因、 5 .支援方法、 6 .達成課題と評価基準の順に進みましたが、
出席者がブレーンストーミング方式で意見をどんどん出し合い、それをSSWが言い換えや焦点化・
具体化していくという流れでした。
　その後、グループに分かれてファシリテーターのデモンストレーションについて気付いた点、
良かったと思った点などについて意見を出し合い、最後に全体で共有しました。

【研修・イベント概要】

開催日　　2022年 5 月29日　　　　　参加人数　　26名
会　場　　兵庫県福祉センター102，103会議室
講　師　　関西学院大学人間福祉学部　馬場 幸子 教授

【所感等】

　馬場先生のファシリテーションによって、ケース会議にメリハリと深みが添えられたように感
じられました。対象児童の問題にのみ着目するのではなく、児童の長所を最大限に生かした実現
可能な目標設定と支援方法・役割分担を明確化するためにうまくファシリテーションされ、素晴
らしいケース会議だと感じられました。
　効果的なケース会議を行うためには、問題の明確化、長所の確認、目標の設定が最も重要であ
ること。これらに時間をかけて話し合い、全員の合意を得た後に次のステップに進むことが求め
られること。そういった支援計画は具体的に役割分担を
決めた上で立案し、支援を実施した後に結果を振り返る
ことも忘れないことが大切だと学びました。
　最後に、久しぶりの集合研修となり、講師、受講者、
会場スタッフが一体となって意見を交わし、休憩時間は、
研修から離れて日々の支援業務についての情報交換が行
われるなど、オンライン研修に慣れた日常とは異なる、
新鮮な印象が残った研修となりました。
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報告 問題解決型ケース会議研修 第2回目

報告者：こども家庭支援委員会　徳岡　努

　問題解決型ケース会議研修第 2回目は、最初から 4グループに分かれて、講師から提出された
課題について、グループで模擬ケース会議を行った。前回の事例を基に、ファシリテーター役の
SSW、担任、養護教員等の役割を決め、本人の問題に焦点をあて、具体的に取り上げ、ストレン
グスを見い出し、適切な目標が見い出せるように、論議を進めた。各班は、リアルに役割を再現
しながら実際の会議さながらに意見を出し合い、それぞれのステップでの効果的な進め方を学び
合った。思うようにまとめていくのは難しかったが、ファシリテーションを学ぶよい機会になった。

開催日　　2022年 7 月31日　　　　　参加人数　　18名
会　場　　兵庫県福祉センター 1階会議室
講　師　　関西学院大学人間福祉学部　馬場 幸子 教授

【所感等】

　会員だけではなく一般の方の参加もあり、且つ兵庫県下にとどまらず県外からの参加もいただ
きました。ソーシャルワーカーとしての社会福祉士が率先して、アドボカシーの実践を行ってい
くことの重要性を再認識させられました。

【所感等】

　「多様な権利擁護」を共通テーマに全 3回の講座を開講。現在各現場の第一線でご活躍の方を講
師に、リアリティあふれるお話を聞かせて頂きました。

【研修・イベント概要】

報告者：研修委員会　委員長　北山　涼一

①開催日　2022年 6 月10日　　　参加人数　18名　　　開催方法　オンライン
　テーマ　人権教育としての性教育 ～包括的セクシュアリティ教育とは～
　講　師　 保健師・思春期保健相談士・「生」教育アドバイザー　大石 真那 氏

②開催日　2022年 7 月 8 日　　　参加人数　20名　　　開催方法　オンライン
　テーマ　精神疾患をかかえた親と子どもを、絵本などのコンテンツを通して支援する
　講　師　NPO 法人ぷるすあるは 医師　北野 陽子 氏 看護師　細尾 ちあき 氏 

③開催日　2022年 8 月19日　　　参加人数　16名　　　開催方法　オンライン
　テーマ　精神障がいのある方が当たり前の生活を送るために
　　　　　～神出病院事件とソーシャルワーカーの権利擁護活動を考える～
　講　師　兵庫県精神保健福祉士協会 会長・（創）シー・エー・シー 所長　北岡 祐子 氏

福祉専門ゼミナール（こうのとりゼミ）2022年度前期報告
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報告

報告

令和4年度地域リーダー対象個別避難計画作成研修

地域包括支援センター初任者研修

報告者：兵庫県社会福祉士会事務局

報告者：地域包括支援センター支援委員会

　自治会、民生委員、行政職員ら、32名の参加がありました。
　防災リテラシーの重要性、避難行動要支援者の理解など
の講義を、みなさん熱心な様子で受講されていました。
　本日より県内10圏域のほか、オンラインでも１回開催予
定です。

　当委員会では、毎年、地域包括支援センターの初任者を対象に、一般社団法人コミュニティー
ネットハピネス代表理事土屋幸己氏を講師に迎え、研修を開催しています。今年度は参加者のう
ち約 8割がセンター経験 1年未満の方（ 6割が 6か月未満）でした。
　研修では、地域包括支援センターが設置された背景、業務の内容、特に「総合相談支援業務」「包
括的・継続的ケアマネジメント支援業務」について、講義をいただきました。講義の後は、グルー
プに分かれて、現状の業務、明日から取り組めること等について意見交換を行いました。
　アンケート結果からは、「漠然としていたセンターの役割や機能が明確になった」「今後の実践に
結び付けていきたい」「仕事への意欲が高まった」などの意見が聞かれました。
　当委員会では、兵庫県委託事業の「困難事例対応力向上研修」等を通して、これからも地域包
括支援センターで勤務する社会福祉士やセンター職員をサポートしていきたいと思います。

【研修・イベント概要】

【研修・イベント概要】

開催日　　2022年 6 月12日～　　　　　参加人数　　32名
会　場　　兵庫県福祉センター

開 催 日　　2022年 6 月22日　　　　　参加人数　　44名　　　　　開催方法　　オンライン
講　　師　　一般社団法人コミュニティーネットハピネス　代表理事　土屋幸己氏
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報告 手続上の難しさを柔らか頭で考える

報告者：更生支援委員会　委員長　佐藤　寛士

「刑事裁判の基礎知識」飯畑正一郎委員
　刑事手続にのってしまった対象者の中には、障がいによる特性や認知症など生活に生きづらさ
を抱えている方が一定数おられます。刑事裁判の基礎知識と題して飯畑委員から実践的な対応方
法や、刑事手続の時間的な流れなど、福祉専門職に求められる視点を中心に学習会を開催しました。
　対象者と制度をいかに結びつけるべきか、その方の生活をどのように支え、自立した生活をし
ていくべきかなど、更生支援委員会では制度のはざまや制度の利用方法のほか、ローカルな情報
を含め、情報提供や情報発信をしております。ホっとしたい、難しいケースで悩んでいるという
方々にとって、解決の糸口を見つけるヒントがあるかもしれません。奇数月の第３金曜日19時か
ら活動しています。

【研修・イベント概要】

開催日　　2022年 7 月15日

　今年度当会に入会したブロック会員を対象に、毎年恒例の「初任者研修」を開催しました。「社
会福祉士の働きっぷり」という内容で、今回は自身が経営している居宅介護支援事業所で介護支
援専門員および相談支援専門員をしている会員と基幹型地域包括支援センターに勤務する会員に
日々の実践を発表してもらい、新入会員の皆さんに丹波ブロックで活躍する社会福祉士を知って
もらうことができました。また、発表してもらった２人には、日々の業務のことだけではなく、
仕事と家庭・趣味との両立（ワークライフバランス）等についても話してもらい、新入会員の皆
さんの緊張もほぐれ、実践発表後の交流会も和気あいあいと
進めることができました。
　オンラインによる研修や交流会にも慣れてきたところですが、
新型コロナウイルスの蔓延が収束し、人と人との「つながり」を
感じられる対面での研修や交流会ができる日が待ち遠しいです。

【研修・イベント概要】

報告者：丹波ブロック役員　槌谷　顕祐

開 催 日　　2022年 7 月23日　　　　　参加人数　　16人　　　　　開催方法　　オンライン

社会福祉士の働きっぷり報告
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報告 2022年度独立型社会福祉士実践報告会

報告者：独立型社会福祉士支援委員会　委員長　乾　なち子

　県内外から 3名の独立型社会福祉士をお迎えし、日々の実践をお話しいただきました。
　多方面の考え方や情報を得ることができました。
　その後の交流会では、各グループでは活発な意見交換をしていただきました。

　オンライン開催に伴い、企画から開催案内、申込受付、班分け、Zoom練習、当日の準備など、
不安いっぱいの中で本番を迎えましたが、大きなトラブルなく開催できました。
　委員会スタッフのご尽力と事務局の皆さまのご支援のもと開講できました。

〇　実践報告会の参加者感想
　・ 経験したことのないことを、経験している人から聞くことができるのは、大変ありがたい
です。

　・いろいろな展開が想像できたので、印象深く感じました。
　・お三方のご発表、グループワーク等での他県の方との交流、刺激になりました。

〇　交流会についての感想
　・オンラインならではで、他府県の方とも交流できてよかったです。
　・当事者の気持ちを聴き出せるような度量、人間力を高めていきたいと思います。
　・ それぞれ専門の立場が違ったことで、多方面の考え方や情報を得ることができたのが、すご
く良かったです。

　・ 本日の実践報告会で、新しい夢ができました。今日から、今後がとても楽しみです。
　・ 今日の内容は、独立型とか関係なしに、
もっとたくさんの介護・福祉で働く人た
ちに、聴いてもらいたい内容だと思いま
す。

等がありました。

【研修・イベント概要】

【所感等】

開 催 日　　2022年 7 月30日　　　　　参加人数　　56名　　　　　開催方法　　オンライン
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報告 令和４年度医療的ケア児等支援者養成研修

報告者：兵庫県社会福祉士会事務局

医療技術の進歩を背景として、人工呼吸器や胃瘻（ろう）などの使用や、たんの吸引、経管栄
養といった医療的ケアが必要な子どもが増えています。本研修は、医療的ケア児が地域において
必要な支援を受け、地域で安心して暮らしていけるように、国の定めるカリキュラムに基づいて
支援者を養成するものです。
昨年度よりオンデマンド配信での開催とし、本県独自のカリキュラムとして事後課題も設定し

ています。事後課題を新たに設けたことにより、研修の質を一定担保できましたので、今年度も
引き続きオンデマンドでの開催としました。
また、参加者間の交流ができない点を解消するため、今年度は本研修受講者がZoom上で交流で

きる場を新たに設け、意見交換・情報共有の場の提供を行いました。

【研修・イベント概要】

開催期間　　2022年 8月 1日～ 8月23日
受講人数　　423名
開催方法　　オンデマンド配信
講　　師　　高田　　哲　氏（神戸総合療育センター診療所長/神戸大学名誉教授）
　　　　　　常石　秀市　氏（医療福祉センターきずな院長）
　　　　　　神谷　　宣　氏（兵庫県相談支援ネットワーク理事）
　　　　　　幸田　　淳　氏（兵庫県福祉部ユニバーサル推進課障害福祉基盤整備班班長）
　　　　　　藤本　幸子　氏（訪問看護ステーションつくし）
　　　　　　山下　順子　氏（西宮すなご医療福祉センター研修室長）

受講者数は昨年度の250名から約1.7倍に増え、医療的ケア児への支援の関心の高さがうかがえた
ほか、兵庫県外からは北は北海道、南は沖縄まで21都道府県43名が受講されたのはオンライン研
修の利点であると言えます。
「総論」「医療」「福祉」「連携」「ライフステージにおける支援」
の 5科目14時間にわたる長丁場の研修ですが、「オンデマンドでの
開催のため、仕事の合間などに自分のペースで学べた」「メモをし
たい時に一時停止したり、時間と場所を選ばずに受講することが
できた」「何度も見直すことができ、理解を深めることができた」
など好意的な感想が多数寄せられました。

【所感等】
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報告

報告

福祉専門職による減災～
BCPと災害・企業（事業体）の社会的責任

2022年度社会福祉士受験対策講座（ハイブリッド開催）

報告者：災害支援委員会　委員長　岡本　和久

報告者：国家試験対策委員会　委員長　樹下　和幸

永井幸寿弁護士（日本弁護士連合会 災害復興支援委員会 委
員長・東日本大震災及び原子力発電所事故等対策本部 副本部
長等を歴任。現在、関西学院大学 災害復興制度研究所 研究員）
から、阪神淡路大震災や東日本大震災で実際に起きた係争事
件の紹介と判例に基づき、なぜ、BCPの策定が必要なのか、
事業体の責任について、大変興味深くご説明いただきました。
兵庫県以外からの参加者を含め全国から約100名の方にご参加いただきました。

2023年度・第35回社会福祉士国家試験の受験生に向けて、すべて本会会員が講師を務め、5日間・
全19科目の講義を行っております。
講座終了後も、直前講座を開催したり、ブロック主催の自主ゼミにチューター派遣を行います。
同時に、SNSを活用し本講座受講生と繋がり、模擬問題出題や質問への回答、受講生間の交流

など講師の皆さんや委員会スタッフが試験合格まで受験生を応援し続けていきます。

【研修・イベント概要】

【研修・イベント概要】

開催日　　2022年８月２日　　　　　参加人数　　約100名　　　　　開催方法　　オンライン

日　程　　2022年 8 月14日～ 9月25日（ 5日間）　　　参加人数　　来場22名、オンライン17名
会　場　　兵庫県福祉センター、Zoomオンライン

　BCP策定は目標ではなく、実際にBCPを策定したあと、実効性のある避難訓練やマニュアル等
の周知を行う必要があること、事前に災害をイメージしながら、BCPをPDCAサイクルで見直し
ていくことの重要性を学ぶことができた。本会におけるBCP策定にも役立つ内容であった。

【所感等】
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報告 公用車の愛称が決定しました！

こうのとり通信夏号で募集した本会公用車の愛称ですが、
多数の応募をいただきました。誠にありがとうございました。
応募愛称は、広報委員会にて検討し審査を行いました。
厳正なる審査の結果、「兵之助号」と決定いたしました。
ご応募いただいた黒川耕次さんには賞品（兵之助クリア

ファイル）を贈呈します。

初のハイブリッド開催に向けて、打合せやハイブリッドでのセッティング
練習を何度も行いました。
最後までセッティングを詰め切れず、不安いっぱいの中で開講初日を

迎えましたが、大きなトラブルなく開催できました。
構想から 1年、大変な道のりでしたが、委員会スタッフのご尽力と事

務局の皆さまのご支援を結集し開講でき感謝、感謝です。

【所感等】

報告 つどい場オンライン

報告者：東播ブロック　武田　拓也

　「地域連携の実は」と題し行政や社協職員が語る地域連携の実態やポイントなどの情報交換を実
施しました。

参加者の感想】
　Ｆさん：他の社協の話が聞けて参考になった。
　Ｉさん： 社協の仕事って具体的に知らないことが多

かったのでとても参考になった。
　Ｔさん： 現役社協職員による市や地域との連携の話、

行政職員からは町内会長、民生委員等ボラン
ティアで地域活動に携わる人と関わる際に感じる難しさといったなど、生の声を聞けて良かった。

　Ａさん： 民生児童委員や町内会との関わり、包括やケアマネなどと在宅支援の関わりを聞くこ
とが出来て良かった。

【研修・イベント概要】

開催日　　 8 月18日　　　　　参加人数　　21人　　　　　開催方法　オンライン

【所感等】
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神戸ブロック（ブロック長　中尾　美隆）
ロックインフォメーション　①ブ

　秋を感じられる今日この頃、皆さまいかがお過ごしでしょうか。

　夏には新型コロナウイルス感染症第 7波や猛暑などの対応で苦慮されたことと思います。

　神戸ブロックの活動といたしましては、今秋に予定しておりました「まちかど相談会」は変わ

らずの感染症流行の状況により見合わせることとさせていただきます。

　他の活動につきましては、感染症対策を施し、オンラインを中心として継続してまいります。

皆さまのご参加をお待ちしています。

　神戸ブロックの活動と今後の予定などをお知らせいたします。

【活動報告】

　 7月30日　13:00～14:30　ミニ勉強会＆交流会

　テーマ：『緩和ケア病棟、アドバンス・ケア・プランニング（人生会議）について』

　講　師：JCHO 神戸中央病院 医療福祉相談室 ソーシャルワーカー 橋爪太郎氏

　　　　　神戸朝日病院 地域医療連携室 室長代理 安居正江氏

　参加者：26名

【活動予定】

　10月22日（土）13:00～14:30　ミニ勉強会＆交流会

　テーマ：『スクールソーシャルワーカーの取り組み～分野をこえて支え合う地域を目指して～』

　講　師：兵庫県社会福祉士会理事・こども家庭支援委員会委員長　福井良江氏

詳細は、研修案内をご覧ください。

【お知らせ】

●　Facebook（フェイスブック）しています。検索「兵庫県社会福祉士会神戸ブロック」。

●　 神戸ブロックのメーリングリストへの登録を希望される方は下記のアドレスにメールをお送

りください。

　　kobe.block.fukushishikai@gmail.com
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阪神ブロック（ブロック長　中原　克子）
ロックインフォメーション　②ブ

　阪神ブロックでは 2ヶ月に１回役員会を開催するとともに、学習会や自主ゼミなどを推進して
います。
　今後も新型コロナによる感染影響をみながら、オンラインを積極的に活用し、会員交流や地域
部会の活動など、ブロック活動を継続していきます。

【活動報告】
　〇 6月11日　ナイトカフェ・芦屋・西宮部会「特定技能外国人として日本で働くということ」
　　　　　　　20名参加
　〇 7月 2日　ナイトカフェ・尼崎部会「こどもの権利擁護」20名参加
　〇 7月13日　役員会（Zoom）
　〇 8月20日　ナイトカフェ・ 伊丹・三田・宝塚部会「神戸いのちの電話相談活動から見えるもの」
　　　　　　　18名参加
　〇 9月30日　阪神ブロック学習会（Zoom）「マインドフルネス体験講座」

【活動報告】
　Zoomにて「ナイトカフェ」（原則として第 2土曜日の夜）を定期的に開催しています。
　毎回、様々なテーマで話題提供いただき、ソーシャルワーカーの視点から意見・情報交換を行っ
ています。
　10月以降もメール等にてご案内いたします。お楽しみに！！

　〇 10月～ 1月、国家試験対策自主ゼミを開催します。お近くに受験予定者がおられましたら、
ご案内をよろしくお願いいたします。（詳細は別チラシ）

　〇 兵庫社会福祉セミナー in阪神を2023年２月４日（土）に開催させていただきます。テーマは
「災害時支援と地域共生社会におけるソーシャルワーカーの役割と期待」です。ぜひ、ご参加・
ご予定をお願いします。

【阪神ブロックのメーリングリスト登録のお願い】
　阪神ブロックで、当ブロックのメーリングリスト登録をしていない方は、担当者宛にメールを
送信し、アドレス登録をお願いいたします。

　阪神ブロック問い合わせ・メーリングリスト申し込み先
　kazuhisa_okamoto@offi  ce.city.kobe.lg.jp
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西はりまブロック（ブロック長　岸　剛健）
ロックインフォメーション　③ブ

・開催行事予定（日時・行事名・開催場所）：
　　 9 /30、10/28、11/25、12/23、 1 /27、 2 /24、 3 /24の19：00より　プレミアムフライデー（オン
ライン交流会＆ミニ勉強会＊出入り自由）　Zoom開催（詳細は本会HP、Facebook参照）

　　2020年度 4月から 7月ののべ参加者76名

丹波ブロック（ブロック長　中川　優一）
ロックインフォメーション　④ブ

　丹波ブロックでは、約 2ヶ月に 1回、平日の仕事が終わった18時ごろからオンラインで役員会
を開催し、研修内容や会員同士の交流がどのようにできるか等を話し合っています。
　当役員会では、ブロック会員の皆様と一緒にブロック活動を盛り上げていきたいと考えており
ます。「入会してみたいけど、具体的な活動がまだできてなくて、きっかけがない」、「いろんな分
野について勉強したい」、「いろんな分野の人（会員）と交流したい」と思っているブロック会員
の皆さん！気軽にhacsw.tanba@gmail.comまでご連絡いただければ、担当者より折り返しのメー
ルをお送りいたしますので、お待ちしています！
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【2022年度実践研究発表会・実践報告会の企
画が進行中】（その 2）

〇 2022年度実践研究発表会・実践報告会の発
表者を絶賛募集中です！
　ソーシャルワーカーにとって、実践から湧き
上がる問いについて調べ、実践研究として取り
組むことは、ソーシャルワーカーとしての専門
性の向上につながり、業務の改善や質の向上、
利用者の福祉の向上につながる重要なソー
シャルワーク実践の一つの形といえます。
　皆さんが日々の実践の中で感じる、「な
ぜ？」という問いや、「どうして…」という
モヤモヤ感を一度丁寧にひも解いて、実践研
究という形にしてみませんか。また、研究と
いう形にはならなくとも、実践を丁寧に振り

返り、報告としてまとめてみて、その貴重な
報告をみんなで共有してみませんか。
　今年度の実践研究発表会・実践報告会は12
月 4 日（日）に開催予定です。発表申し込み
要領などは、兵庫県社会福祉士会ホームペー
ジの研修情報に掲載されています。多くの皆
さんの実践研究発表、実践報告をお待ちして
います。また、基礎研修Ⅱで実践研究を経験
された皆さん、その貴重な研究をぜひ発表し
てください。何よりも、実践を大切に見つめ
なおしてみたいと思う皆さん、ぜひ実践研究
発表、実践報告にご応募ください。

〇 2022年度実践研究発表会・実践報告会の参
加者申し込みを開始します！
　「実践研究・実践報告にちょっと興味はあ

調査研究委員会
委 員 会 ➋

だ よ り 委員長　竹 森 美 穂

<会議開催実績>
6 月18日、 7月16日、 8月 2日

<研修開催実績>
◇マインドフルネス実践講座（全 4回・Zoom）
　　 7月 6日　19：00～20：30　最終回

◇会員交流事業・納涼会（Zoom）
　　8月27日（土）18：00～20：00

<今後の活動予定>
◇マインドフルネス実践講座（全６回・Zoom）
　 　11月11日（金）19：00～20：30　第 1回ス
タートします。
◇福祉専門ゼミナール「こうのとりゼミ」
　　2022年度後期（全 3回・Zoom）
　　共通テーマ【社会的養護の現状】

※詳細はP33・34の案内を参照ください。

研修委員会
委 員 会 ❶

だ よ り 委員長　北 山 涼 一
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るけれど、発表はまだちょっと…」、「今の
ソーシャルワーカー仲間の関心を知りたい」、
「とにかく、色んな研修に参加してみたい」、
そんな皆さん、ぜひ参加してみてください。
この研修会が、皆さんの実践研究への関心を
引き出し、高めるものになればと準備を進め
ています。詳細は今月号のこうのとり通信に
同封しているチラシをご覧ください。
　今回の実践研究発表会・実践報告会は、
単に報告を聞くだけではなくて、参加者で
「ソーシャルワーカーが研究するって…？」
を考えるきっかけになるワークも企画してい
ます。「SDGsを切り口に、自分たちのソー
シャルワーク実践を考えてみたらどうなるの
か？」、そのようなワークから、実践研究の
入り口を探ってみたいと思います。皆さんの
参加をお待ちしています！

【調査研究委員会の仲間を求めています】
　調査研究委員会では主に、実践研究発表
会・実践報告会の企画を通じて、会員の皆さ
んの実践研究をサポートしています。他にも
調査研究委員会として取り組めることがない
かと考えて委員会メンバーと検討を重ねてい
ます。現在は主にZoomを用いて委員会を開
催していますが（必要に応じて対面実施も検
討中）、活動に興味のある方はぜひ見学をお
申し込みください。もちろん、調査研究の経
験がなくとも構いません。調査研究は専門職
であるソーシャルワーカーにとって決して縁
遠いものではありません。むしろソーシャル
ワークととても近しいものです。ぜひ一緒
に、兵庫県のソーシャルワーク実践研究を盛
り上げていきましょう！

実施日：７月10日　10～12時
実施場所：オンラインにて開催
参加人数：14人

実施した内容の概要：
学習会テーマ　 「あなたのことを気にしてい

ますよ～ソーシャルインク
ルージョンの視点から」

　実践報告を紹介していただき、みんなで
ソーシャルワーク理論やアプローチに当ては
めながら話し合いをしました。活発な意見交
換ができ、有意義な時間となりました。

次回委員会の予定：
・ 9 月11日：10～12時　オンラインにて開催
予定

学習会テーマ　 「自身が高齢となり、支援を
受ける側に近づいてきて思う
こと（仮題）」

・  11月13日（日）、1月8日（日）、3月12日（日）
　 いずれも時間は10～12時　オンラインにて
開催予定

（学習会テーマは未定）

ソーシャルワーク研究委員会
委 員 会 ❸

だ よ り 委員長　真 利 敦 子
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　当委員会は、地域移行支援をテーマに、退
院支援員への支援会議や学習会を開催してい
ます。
　2020年度より退院支援の課題をはじめ、神
出病院における虐待事案について弁護士会、
精神保健福祉士協会等7団体において学習や
意見交換等を進めるとともに、精神科医療等
の現場で職員による虐待が起こっている背景
や問題を考えています。
　委員会は奇数月の第4木曜日の19時から開
催しています。地域移行支援の経験がある方
やご関心がある方は、ぜひ、ご参加・ご見学
をお待ちしています（委員会への見学は事務
局までご連絡ください）。

<定例委員会>
　奇数月の第 4木曜日（19時～21時）
　次回以降　 9月22日、11月24日、 1月26日

※ 新型コロナの感染状況等により、オンライ
ン形式または集合形式となります。
<学習会>
　11月24日（木）学習会（集合・オンライン）
にて開催します。
　関本　剛先生が今年 4月に逝去されまし
た。 2年前に自身のがん疾患を公表されまし
たが、その後も緩和ケア医として勤務される
とともに、各地で講演をされてきました。
　今回の学習会では、緩和ケア医であり、母
親である関本　雅子先生から「関本先生が
残されたもの、伝えたかっこと」をお話ししてい
ただきます。ぜひ、ご参加をお待ちしています。

地域移行支援委員会
委 員 会 ❹

だ よ り 委員長　清 原 幸 代

<活動報告>
当委員会は、2011年 3月の東日本大震災、
2014年 8月の広島豪雨、2016年 4月の熊本地
震等を契機に、県内外の自然災害等に対し、
職能団体としてソーシャルワークを生かした
専門的な支援を行うため、災害支援を行える
人材（登録者）の養成に取り組んでいます。
また、災害支援にかかる本会のBCPの策
定や災害マニュアルの策定等を進めるととも
に、定期的に学習会を開催しています。
災害時支援はこれから重要なテーマです。ご
関心がある方は、ご見学をお待ちしています。

<開催行事>
　学習会①  「BCPと災害・企業（事業体）の

社会的責任」
　　　　　 8月 2日（オンライン）約100名
　学習会② 「さぁはじめようBCP！～ BCP策

定の基礎知識～」
　　　　　10月 4 日（オンライン）
　
＜定例委員会＞
　偶数月の第1火曜日（19時～21時）
　次回以降　12月 6 日（火）、 2月 7日（火）
　オンライン形式

災害支援委員会
委 員 会 ❺

だ よ り 委員長　岡 本 和 久
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委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 田島　啓子

真利　敦子

大庭　絵里

中山　貴之

樹下　和幸

竹森　美穂

北山　涼一

𩵋住　　剛

山内　賢治

岡本　和久

谷口　智昭

清原　幸代

佐藤　寛士

大塚真由美

乾　なち子

岸　　剛健

福井　良江

サービス提供エリア　兵庫県南西部

広  告

委員会活動に興味・関心のある方は、委員会見学申込書をご利用ください。
委員会見学申込書の書式は、本会会員専用ページからダウンロードすることができます。
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sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

。

。
。

これからも初心を忘れず

広  告

広  告
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7 22
7 28
8 16
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8 25   
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7 3 5 A  
8 1

6 19 /Zoom 
8 11 /Zoom 
8 17 / Zoom 
8 21 /Zoom 
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集い場 ＺＯＯＭ開催 令和 
4年 

ミーティングＩＤ【883 1353 7628】 パスワードなし 

採用・育成の担当管理職が語るポイントや手法、トレンド

★田村智之 （三幸福祉会 清華苑 採用・育成担当部長） 
高木裕佳 （明石恵泉福祉会 採用責任者） 
三野望美 （みきやまリハビリテーション病院 地域連携室長） 
西野 誠 （明石市社会福祉協議会 実習指導担当） 

ICT・BCP の実は
★森保純子 （森のすず社会福祉士事務所／認知症ＩＣＴ、福祉防災） 
岩西太一 （特別養護老人ホーム清華苑 ＢＣＰ作成担当） 
大久保健太（老人保健施設清華苑養力センター 支援相談員） 
武田拓也 （武田社会福祉士事務所） 

それぞれの立場で語る成年後見を取り巻く環境

★高木裕佳 （ぱあとなあ運営委員） 
髙田大輔 （加古川市成年後見支援センター） 
森保純子 （森のすず社会福祉士事務所／成年後見受任業務） 
阿部直樹 （おおくぼ地域総合支援センター／成年後見支援業務） 

第３回目 

第４回目 

第５回目 

１０月２０日（木） 
19:00 

主催 兵庫県社会福祉士会東播磨地区ブロック 

採用・育成の実は 

ＩＣＴ導入のメリット・デメリットやＢＣＰの必要性

１２月１５日（木） 
19:00 

２月１６日（木） 
19:00 

成年後見の実は 

初
め
て
の 

参
加
な
の
で
す
が 

大
丈
夫
で
す
か
？ 

大
歓
迎
で
す
！ 

是
非
参
加
お
待
ち 

し
て
い
ま
す
！ 
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https://forms.gle/V7TwtoQZpJjEFD9K8 
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URL QR 

https://forms.gle/cK98ZnDDP3c4M6vr6
entry@hacsw.or.jp

or 
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https://forms.gle/jnfe7Q6Wht3xqm4M8 

By Hyogo Association of Certified Social Workers 
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会　員　数
　正会員1,790名（2022年 8 月末現在）
　みなさんの周りにいる社会福祉士の方に入
会をお誘いください。
　転居、または転職や異動などにより職場が
変わった場合は、住所変更届を必ず事務局へ
提出して下さい。
※ こうのとり通信は、メール便にて発送して
います。郵便局への転居届では転送されま
せんので、本会事務局までご連絡ください。

法人賛助会員
●社会福祉法人くすのき会　播磨園
●社会福祉法人弘陵福祉会　 六甲の館
●株式会社RL
●社会福祉法人丹南厚生会

理事会報告
第 3回理事会
開催日時：2022年 6 月25日　
開催会場：兵庫県福祉センター 1 F
出席理事： 岡本、伊東、榎本、薄木、近藤、段、

寺田、西垣、福井、米田、中原、岩西、
岸、下中、内藤、古家

出席監事：塩尻、土谷
＜審議事項＞
○規程の改正について
○理事の担当について
○精神医療人権問題ひょうご 7団体会議について

第 4回理事会
開催日時：2022年 7 月 8 日　
開催会場：Zoomミーティング
出席理事： 岡本、伊東、榎本、薄木、段、寺田、

西垣、福井、中原、岩西、岸、下中、
内藤、古家

出席監事：塩尻
＜審議事項＞
○理事の担当について
○ 神出病院の虐待事案についての要請書（案）に
ついて

第 5回理事会
開催日時：2022年 8 月31日　
開催会場：Zoomミーティング
＜審議事項＞
○組織体制、役割分担について
○ ホームページについて（補正予算・次年度

予算にむけて）
○ 基金の規則化（第一四半期（ 4－6月）決算
後の補正予算にて）

○ 調査研究機関としての本会の役割の強化（次
年度予算審議にむけて）

○2023年度基礎研修開催方法について
○施設見学会の告知について
○ 2022年度倫理綱領・行動規範講師養成研修
について

○ ヤングケアラーの居場所（阪神ブロック）について
○ 第27回予算総会（ 3月25日）・第28回決算総
会・30周年記念大会（ 6月24日）について

○ 新型コロナウイルス感染症の感染による職
員の休職の扱いについて

　協議事項等がありましたら、各理事又は事
務局へご連絡ください。

　　　　事務局連絡先　　　　
【事務局】
　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会
　〒651-0062
　　　神戸市中央区坂口通2 - 1 - 1
　　　兵庫県福祉センター5階
　　　電話：078-265-1330
　　　FAX：078-265-1340
【事務局員】
　事務局長　　　西野　佳名子
　事務局次長　　中山　貴之
　事務局員　　　中村　智穂美
　事務局員　　　北野　和香子
　事務局員　　　胡中　智礼
　事務局員　　　笹岡　久美
　事務局員　　　萩原　美千紘
　事務局員　　　小坂　知博
　事務局員　　　加戸　陽子
　事務局員　　　中村　美香
　事務局員　　　畠山　京子
　事務局員　　　一番合戦　桂子
　事務局員　　　真利　敦子
【事務局メールアドレス】
　　　syadanhyogo@hacsw.or.jp
【ぱあとなあ兵庫事務局】
　電話：078-222-8107
　　　partner-jimu@hacsw.or.jp
【研修申込専用メールアドレス】
　　　entry@hacsw.or.jp

事務局情報
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